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資料概要

かつて音楽家を志していた著者のブロームは、カルロ・
ジュゼッペ・テストーレの偽ラベルが貼られた一挺のヴ
ァイオリン手に入れた。本書は、著者によるその楽器来
歴探訪の記録であり、同時に中近世ヨーロッパ文化史が
語られる歴史書である。訳者が松本清張の『或る「小倉
日記伝」』を想起したように、あるいは筆者が「まるで
探偵か刑事が（略）行う地道な捜査の記録のよう」とい
うように、ミステリー、良質の物語として読むこともで
きる。

アマーティー式の曲線、下地やワニスはイタリアのも
のでありながら、「ドイツの訛りがある」というヴァイ
オリン。ブロームは、それを作った職人を知りたいとい
う熱情にかられ、その未知の職人を仮に「ハンス」と名
付け、楽器職人や鑑定人を訪ね、資料を漁ることになる。

ハンスの探求では、ヴァイオリンの歴史や様式、同時
期の音楽や音楽家と楽器製造、中近世のヨーロッパにお
ける人々の移動や経済活動、当時隆盛を極めたヴェネツ
ィアや、ドイツの地方都市フュッセンの諸相と人々の暮
らしや信仰がひもとかれる。楽器組合の名簿、納税記録、
裁判記録などの古文書が調べられる。マッテーオ・ゴフ
リラー、アントニ・ポシュ、ミケーレ・ドゥコネ…。ハ
ンスの候補者は現れては消えていく。

当時の紀行文をはじめ、手記、文学など、さまざまな
書物の記述も踏まえて本書で描かれるのは、一人の（同
時に、当時数多くいた）フュッセン出身の楽器職人の人

生でもある。

果たして、ブロームは最後にある職人にたどり着く。
今日まで残っている楽器は一つもないというそのヴァイ
オリン職人が、ハンスその人なのだろうか？

本書は、現在日本語で読めるブロームの唯一の作品と
いう。装画・装丁の美しさと合わせ、今回、この魅力的
な書物を本邦に紹介された関係各位に感謝したい。
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